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(2) 座談会 
「ESD を通した地域創生の展望〜SDGs を視野に入れて」 
 
事例報告１． 長野県飯田市                







































































































事例報告２．福井県勝山市                
市長 山岸 正裕 
 
  勝山市のご紹介を兼ねて、ESD による地域創生の現状と展望、
さらに SDGs 達成を視野に入れたお話をしたいと思います。 
私たちのまちは、福井県北部、石川県との県境にある加越国境
の山々に囲まれた、白山山系を源流とする九頭竜川の中流域にご














































































ともに、課題解決の力を養うことを目的としており、1 年生から 3 年をかけて学習を進め、
勝山の未来をどうしていくかを高校生の目線で考えていきます。例えば、今年の 1 年生は





















事例報告３．福岡県大牟田市                













経済、エネルギーを支えてきました。しかし、平成 9 年に炭鉱が閉山され、最盛期には人口が 20




























成 30 年 1 月市制 100 周年の時には、市長が中心になって、市議会、経済界などからさまざまな
方々が参加して「ユネスコスクール・ESD のまち おおむた」宣言を出しました。 
大牟田市では、SDGs の 17 のゴールの内、特にユネスコスクールに関する 4 番と、パートナー




































































事例報告４．宮城県気仙沼市                              
教育長 小山 淳 
 






れています。また、その実現のための力として、 「先を見渡す力（Foresight)  」 、「本質を見抜く
力（Insight）」、「道を切り拓く力（Strategy)」、「つなぐ力（Harmony）」の頭文字を取った「FISH
の力」というものを設定しています。これは数年前に OECD から出された、2030 年に向けた教育
フレームワーク、エージェンシー（Agency）に対応する力を踏まえたものです。 
気仙沼 ESD の特徴は大きく 3 つです。1 つ目の特徴は、「多様なプログラム」です。2002 年か
ら各学校それぞれが気仙沼 ESD への取り組みを始めており、現在でも学校ごとの独自の特色とし




































最後に、気仙沼 ESD の成果を生かし、今後の課題にどう役立てていくかをお話しします。 



















































岡山県西粟倉村長 青木 秀樹 









































見られるようになりました。現在、高畠町の有機農業生産組合の約 42 名中、12 名が後継者
となる若者です。また、高畠中学校の生徒が修学旅行を兼ねて、「高畠うまいもの市」と称
して、東京の大田区で、自分たちの手で作った野菜や高畠町の特産品を販売するという活動
 39 
を実施しています。その中で、人々との関わりやコミュニケーションを学ぶとともに、人々
の高畠に対する関心の高さを感じ、自分の故郷の良さ・暖かさを再確認する場にもなりまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
